
AM 必要 ――
77, 88タイプ

98タイプ

①+Ⓐ
①+Ⓓ

端子部が4ピンで、シューの背面にCS44ケーブルを接
続して使用します。B プログラミング

シュー（肌色）

先端がバッテリーピル（白色）で、反対側にCS44ケー
ブルを接続して使用します。C プログラミング

ピル

電池ケースの交換が必要です。D プログラミング/オーディオシュー
 KE、AM、EQ、ET、EN、EO用

電池ケースの交換が必要です。E プログラミング/オーディオシュー
UPS用

スマートフィット

端子部が8ピンで、シューの下側にCS44ケーブルを接
続して使用します。

プログラミング
シュー（黒）A

4端子のソケットタイプです。コードが灰色で先端部
が右左で赤青に分かれています。1 CS44

3端子のフレックスタイプでアダプタに差し込んで使
用します。 
※新タイプは全シリーズに対応

2 CS63 旧
新

リサウンド 補聴器接続ガイド ケーブル対応ガイド1

スマートフィット
スタンドアローン用
アイコン ダナロジック

略称 シリーズ名
耳かけ型

電池タイプ / 接続 タイプ / 接続

耳あな型

2024.1

電池

ノアシステム用
モジュール
アイコン

ダナロジック
スタンドアローン用
アイコン

略称
耳かけ型

タイプ / 接続 タイプ / 接続電池

耳あな型
電池

必要

必要

必要

必要

― ―

― ―

―

―

―

―

61タイプ

62,77，88タイプ
必要必要

EO

LS

シリーズ名

― ― 不要LX リサウンド・レックス

必要 ―

―

MG リサウンド・マグナ

必要 必要VE リサウンド・ベア

必要62，67，77，88タイプ 必要EY

EN

必要 ― ―ET

必要 ― ―

― ―

EQ

UPS

61タイプ

62,77，88タイプ

62,77，88タイプ

必要必要

必要

LT

KE

61（充電）タイプ

61（電池）タイプ

62，67，77，88タイプ

61（充電）タイプ

98タイプ

ワイヤレス接続のみ

必要

―

―

RE

RT

77，88タイプ

98タイプ

スマートフィットシリーズ

アベンタ3シリーズ

②（新タイプのみ）

①+Ⓐ

ワイヤレス接続のみ

①+Ⓓ
①+Ⓐ

②（新タイプのみ）

①+Ⓐ

②（新タイプのみ）

①+Ⓐ
①+Ⓐ

①+Ⓐ

①+Ⓔ

①+Ⓓ

①+Ⓒ

①+Ⓓ
①+Ⓓ
①+Ⓓ

①+Ⓑ
①+Ⓑ

必要

61,77,88（充電）タイプ

60S（充電タイプ）

61（電池）,62タイプ

ワイヤレス接続のみ

ワイヤレス接続のみ

ITC/ITE: 
ワイヤレス接続のみ
CIC：
②（新タイプのみ）

ITC/ITE: ―
CIC：必要

ITC/ITE: 
ワイヤレス接続のみ
CIC：
②（新タイプのみ）

ITC/ITE: ―
CIC：必要

必要

必要

―

必要

②
（新タイプのみ）

必要②
（新タイプのみ）

②
（新タイプのみ）

②
（新タイプのみ）

②
（新タイプのみ）

②
：ノアリンクワイヤレス対応　＊型番にWが付いている製品のみ対応。NW

―

―

RU 60,61,77,88
（充電）タイプ

ワイヤレス接続のみ

ワイヤレス接続のみ

リサウンド・リンクス クアトロNW

NX リサウンド・ネクシア シリーズNW

リサウンド・キーNW

リサウンド・リンクス3D
＊

NW

リサウンド・エンツォ クアトロNW

リサウンド・エンツォ3DNW

リサウンド・エンツォ2NW

リサウンド・エンツォNW

リサウンド・アップ スマートNW

リサウンド・リンクス2
＊

NW

リサウンド・エンヤ
＊

NW

左・上の表の番号と連動しています

ダナロジック・アンビオNW

リサウンド・オムニアシリーズ
＊

NW

リサウンド・ワンシリーズ
＊

NW



隙間が開いている

リサウンド 補聴器接続ガイド

耳かけ型
61タイプ （RE電池式, LT, LS）

フレックスケーブルの差込口について

プログラミングシューの取り付け

電池ケースの交換

【ご注意ください】

補聴器本体のお腹側に端子部があります。リサウンド・ベアおよびリサウ
ンド・マグナは端子部にシャッターがありますので尖ったもので開けてく
ださい。

【○正しい方法】
はじめに端子部を斜めに差し込み、透明なボタンを押しながらシューを補聴器に
密着させ、最後に透明なボタンから指を離してロックさせてください。

【×間違った方法】
補聴器の下にシューを合わせてから端子部をはめると隙間が開いて接続出来ません。

98タイプ（KE, AM, EQ, ET, EN, EO, UPS）

①電池ケースをしっかり開けてください。

②プログラム選択ボタンの下の凹みの付いたスリットに
奥までケーブルを挿入し、電池ケースを閉めてください。①

新 CS63

②

旧 CS63
①

②

62タイプ（RE, LT, LS, KE, EY） 67タイプ（RE, EY） 70タイプ（VE） 77,88タイプ（RE, AM, LT, LS, KE, EY, UPS）
80タイプ（VE） 88タイプ（EQ, ET, EN, EO） 90タイプ（MG）

②ケーブルのソケットを差し込みます。

ケーブル差込口 耳かけ型2

①付属の取り外し用ジグでピンを外し、
オーディオシュー一体型の電池ケースと
交換します。

2024.1



旧 CS63

新 CS63

旧 CS63新 CS63

金属面は
電池と逆方向

耳あな型
10, 30, 50, CIC, ITC, ITE, MIH-S, MIHタイプ

00タイプ（LX）

【参考】接続不良時の原因と対策

バッテリーピルの端子部が見えるように設置して電池ケースを閉めてください。
※注意 耳あな型は端子を強く押すと落ち込んでしまう恐れがあります。万が一落ち込んでしまった場合はピ
ンセットなどで軽く手前に持ち上げてください。

※旧タイプの黒いバッテーリーピルは使用できません。

※RU、RT（CIC）、RE、LT、LS、KE、EYの耳あな型は旧CS63ケーブル非対応です。

□ ケーブルが奥まで挿し込まれていない
すべてのフレックスケーブルは奥までしっかりと差し込んでく
ださい。

□ フレックスケーブルの向きが逆になっている
フレックスケーブルの金属面がプログラム端子に触れる必要
があります。向きをご確認ください。

□ ケーブルが外れかかっている
プログラミングシュー使 用時にC S 4 4ケーブルのソケットが
しっかりと差し込まれているかご確認ください。

□ 補聴器に電池が入ってない（消耗している）
調整時に電池が必要な器種があります。
□ケーブル対応ガイドでご確認ください。

□ 未対応器種にノアリンクワイヤレスを使用している
モデル名の末尾に「W」がついている器種のみノアリンクワイ
ヤレスで調整することができます。

□ プログラミングシューのピン折れ
端子部のピンが折れてないかご確認ください。ピンを戻すと
復帰する可能性があります。

□ プログラム端子の汚れ
端子部に皮脂や耳あかが付着して絶縁状態になることがあり
ます。脱脂綿等で清掃してください。

3

※

※

※

ほとんどの耳あな型は電池ケースを開けた根本
の隙間にフレックスケーブルを差し込みます。

（黒いポッチは電池と逆方向に向ける）

（A）電池ケースにボタンがついているタイプは
 　 電池ケースを開けてスリットにフレックスケーブルを
 　 差し込んだ後に電池ケースを閉めてください。

（B）フェイスプレート面が丸みを帯びているタイプは
 　 電池ケースにあるスリットにフレックスケーブルを
 　 差し込んでください。

リサウンド 補聴器接続ガイド ケーブル差込口 耳あな型/接続不良時の原因と対策3

（A）

（B）

2024.1



フ
ッ
ク
交
換

レ
シ
ー
バ
交
換

←浮いた状態

61タイプ （RE, KE充電式）, 62タイプ （RE, LT, LS, KE）

61タイプ （RE電池式, LT, LS）

60・61・62タイプ （RU, RT）

赤/青のつまみを治具で鋭角に押し込むと、接続部
（上部）が浮くのでチューブを持って外します。

開口部（下部）の凹凸を合わせ、レシーバーを付
け、カチッと音がするまで押し込んでください。

浮いた状態

リサウンド 補聴器接続ガイド レシーバ / フック交換方法4

付属の治具を使い、つまみを持ち上げ
てください。

レシーバを奥まで差し込んだら、
つまみを指で押して戻してください。

先端付近にある穴に付属の治具を入れ、マイ
クカバーを浮かせてください。
※マイクカバーを外す必要はありません

レシーバを奥まで挿し込んだら、マイクカバー
を指で押して元にもどしてください。

その他の耳かけ型

77・88タイプ（RU, RT）

その他の耳かけ型はねじ式になります。
反時計回りに回してフックを外してください。

-90°

70・80タイプ （MG, VE, MA）

フックははめ込み式です。反時計回りにフックを
90°回してください。

そのまま手前に引き抜いてください。はめる時
も同じ角度で入れてください。

フックはクリック式です。少し上目、矢印の方向
にフックを引っ張ってください。

はめる時は矢印の方向に、はめ込みます。

2024.1

62タイプ （EY）

←持ち上げた
　状態

先端付近にある穴に尖ったものを入れ、ロック
を斜め上に持ち上げてください。

レシーバを奥まで差し込んだら、ロックを指で押
して元にもどしてください。


